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発表募集
 

今大会では以下のテーマ

  ※テーマ関連以外の発表も

公益社団法人日本語教育学会では，社会的研究課題の一つとして，日本語人材・複言語人材育成の

ための日本語教師養成・研修の理念と枠組みの再構築について検討してきました。

本語教育の推進に関する法律」が公布，施行され，海外における日本語教育の機会の拡充として「海

外における外国人等に対する日本語教育」「在留邦人の子等に対する日本語教育」に関する検討も進め

られています。また，コロナ禍を受けて日本語学習者の在り方には新たな課題も生じています。今大

会では，「海外の日本語学習者

セッション，口頭発表，ポスター発表）を募集いたします。

海外の日本語学習者といっても，その目的は様々です。例えば，「就労のためのビジネス日本語」「観

光のための日本語」などもあれば，「継承語としての日本語」もあるでしょう。さらには，「主に自国

で日本語を学習するが，途中，日本で交換・短期などで学ぶ人」，「コロナ禍で交換・短期留学がかな

わず，日本の教育機関などが提供するオンライン授業を自国で受けた人」なども含まれます。図らず

もコロナ禍によって，オンラインによる外国語学習・教育の機会は広が

えた人材育成につながる機会も増えています。このような状況の中で，海外を中心とした幅広い日本

語学習者のキャリア形成について議論できればと考えます。

海外で日本語を学ぶ人や日本に短期留学する人，オンラインで日本語を学ぶ人，日本留学を終えて

帰国してからも学びを続ける人，継承語としての日本語を学ぶ人など，海外の日本語学習者にとって

のキャリア形成について議論を深めたいと考えます。社会的視野に基づく実践報告，調査報告，実証

研究，理論研究を歓迎します。 

発表応募の方法・スケジュール

土

    みなさまのご応募をお待ちしております!
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発表募集  
のテーマに関連する発表を募集

も通常どおり募集しております。 

公益社団法人日本語教育学会では，社会的研究課題の一つとして，日本語人材・複言語人材育成の

ための日本語教師養成・研修の理念と枠組みの再構築について検討してきました。

本語教育の推進に関する法律」が公布，施行され，海外における日本語教育の機会の拡充として「海

外における外国人等に対する日本語教育」「在留邦人の子等に対する日本語教育」に関する検討も進め

られています。また，コロナ禍を受けて日本語学習者の在り方には新たな課題も生じています。今大

日本語学習者にとってのキャリア形成」をテーマとした発表（パネル

セッション，口頭発表，ポスター発表）を募集いたします。 

海外の日本語学習者といっても，その目的は様々です。例えば，「就労のためのビジネス日本語」「観

光のための日本語」などもあれば，「継承語としての日本語」もあるでしょう。さらには，「主に自国

で日本語を学習するが，途中，日本で交換・短期などで学ぶ人」，「コロナ禍で交換・短期留学がかな

わず，日本の教育機関などが提供するオンライン授業を自国で受けた人」なども含まれます。図らず

もコロナ禍によって，オンラインによる外国語学習・教育の機会は広がり，これまで以上に国境を越

えた人材育成につながる機会も増えています。このような状況の中で，海外を中心とした幅広い日本

語学習者のキャリア形成について議論できればと考えます。  

海外で日本語を学ぶ人や日本に短期留学する人，オンラインで日本語を学ぶ人，日本留学を終えて

帰国してからも学びを続ける人，継承語としての日本語を学ぶ人など，海外の日本語学習者にとって

のキャリア形成について議論を深めたいと考えます。社会的視野に基づく実践報告，調査報告，実証
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募集します。 

公益社団法人日本語教育学会では，社会的研究課題の一つとして，日本語人材・複言語人材育成の

ための日本語教師養成・研修の理念と枠組みの再構築について検討してきました。2019 年 6 月に「日

本語教育の推進に関する法律」が公布，施行され，海外における日本語教育の機会の拡充として「海

外における外国人等に対する日本語教育」「在留邦人の子等に対する日本語教育」に関する検討も進め

られています。また，コロナ禍を受けて日本語学習者の在り方には新たな課題も生じています。今大

をテーマとした発表（パネル

海外の日本語学習者といっても，その目的は様々です。例えば，「就労のためのビジネス日本語」「観

光のための日本語」などもあれば，「継承語としての日本語」もあるでしょう。さらには，「主に自国

で日本語を学習するが，途中，日本で交換・短期などで学ぶ人」，「コロナ禍で交換・短期留学がかな

わず，日本の教育機関などが提供するオンライン授業を自国で受けた人」なども含まれます。図らず

り，これまで以上に国境を越

えた人材育成につながる機会も増えています。このような状況の中で，海外を中心とした幅広い日本

海外で日本語を学ぶ人や日本に短期留学する人，オンラインで日本語を学ぶ人，日本留学を終えて

帰国してからも学びを続ける人，継承語としての日本語を学ぶ人など，海外の日本語学習者にとって

のキャリア形成について議論を深めたいと考えます。社会的視野に基づく実践報告，調査報告，実証

について 
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